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研究成果の概要（和文）：　本研究は、大阪市を対象に、質的調査を通じ、エスニック境界の再編の動態と境界
の機能を明らかにすることを目的として行われた。歴史的に在日コリアンが集住してきた大阪では、近年、より
多様な背景の移民が増加し、一部地域は「スパーダイバーシティ」と呼びうる状況にある。
当該地域での調査から明らかになったことは、エスニック境界の緩やかな再編である。例えば以前は、日本人と
在日コリアンの間に、強固なエスニック境界が引かれていたが、現在はむしろ、日本人・在日コリアンは、新規
移民との間に差異を見出している傾向がみられる。つまりエスニック境界は、国籍やエスニシティ以上に、居住
歴等によって引かれていると考えられる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to consier the dynamics of reconfiguration of 
ethnic boundaries and the functions of boundaries through the qualitative research in Osaka. In 
Osaka, where many Zainichi Koreans have historically been living in Japan, the number of migrants 
with more diverse backgrounds has been increasing in recent years, and some areas are in a situation
 that could be called “super-diversity."
What the study has founded in these areas is a gradual reconfiguration of ethnic boundaries. For 
example, whereas previously a solid ethnic boundary was drawn between Japanese and Zainichi Koreans,
 today Japanese and Zainichi Koreans rather tend to find differences with the new migrants. In other
 words, ethnic boundaries are now drawn more by residential history than by nationality or 
ethnicity.

研究分野：社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的的意義として、主に以下の二点をあげることができる。第一に、これまでの日本における移民研
究では、エスニシティや民族関係が固定的なものとして捉えられがちであったことに対し、本研究は、エスニッ
ク境界という概念で地域社会の民族関係を分析し、それが固定的なものではなく、文脈に応じて動態的なもので
あることを明らかにしたことである。第二に、地域研究は、定住化した移民を扱いがちであるが、本研究では流
動性の高い移民も対象にし、多様な背景をもつ移民の共在状況に着目した。その上で、この地域が歴史的に移動
性を含みこんだ場として形成されてきたことを指摘できると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の社会的背景として、歴史的に在日コリアンの集住地域である大阪では、近年、他の移
民が増加していることがあった。具体的には、大阪市在住の外国籍人口は 2013～2018年の 5年
間に約 1 万 6000 人増加した。特にベトナム籍 8.6 倍、ネパール籍 3.1 倍など新しい地域からの
移住者の急増が目立っていた。この状況は、数の増加とともに、在阪外国籍者の国籍・エスニシ
ティの多様化でもあった。実際、住民人口が 1000人を超える国籍は 6カ国（2013年）から 9カ
国（2018年）に増加する一方で、外国籍人口に占める韓国・朝鮮籍の割合は 65%から 51%に減
少した。地域によっては他国籍の方が多数派になっている地域も見られた。同時に、帰化者や国
際結婚の子どもなど日本国籍者の多様化も進んでいた。 
その上で、こうした状況を表す概念として、S.バートベックが、歴史的に旧植民地出身者が多
かったイギリスにおいて 2000年代以降、東欧などより多様な出身の移民が増加した状況を名づ
けた「スーパーダイバーシティ」が参照できると考えた。そこで、現代の大阪を「スーパーダイ
バーシティ」と呼び、そうした状況において、誰と誰が結びつき、そこから誰が排除されるのか、
またその境界を基礎づける「われわれ」と「他者」という認識はどのように引かれるのか、とい
うことに関心をもち、本研究を企画した。 
 
２．研究の目的 
 上記の問いに答えるため、本研究ではエスニック境界に着目して研究を進めることにした。す
なわち本研究の目的は、「スーパーダイバーシティ」状況にある大阪において、日常生活におけ
るエスニック境界の再編と再編された諸境界の機能を明らかにすることである。これまで移民・
エスニシティの実証研究では、エスニック集団を自明視する傾向にあった。一方で、理論レベル
では、エスニシティの構築性を明らかにしてきた。しかしこのアプローチもエスニック境界が意
味をもつ場ともたない場の違いを説明できないという問題が指摘されてきた。 
 同時に、大阪におけるエスニシティ研究は、特に在日コリアン、あるいは日本人と在日コリア
ンの関係性／境界に着目する研究が主流となり、他の移民についての研究は限られてきた。これ
に対し、本研究では、エスニシティの多様化が進む大阪で、エスニック境界がどのように再編さ
れているのか、またその境界がどのように機能しているのかを明らかにすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、当初、大阪市 M 地区におけるフィールドワーク、住民インタビューおよび同地
区にある住民組織、NPO、商業団体などの中間集団へのインタビューを通して、境界の動態と機
能を明らかにすることを企図していた。しかし実際に調査を進めてみたところ、同市 I地区の方
がより多様性が高く、また調査参加者へのアクセスも容易であることがわかってきた。そこで、
調査対象地を I地区にも広げ、調査を行なった。途中、新型コロナ感染症の流行によって研究の
中断を余儀なくされ、研究期間を１年間延長したが、研究期間全体を通じて、日本人、在日コリ
アン、ニューカマーコリアン、他の国籍の移民などへのインタビューと、地域やキリスト教会、
地域イベント等での参与観察も含むフィールドワークを行なった。 
 
４．研究成果 
 研究を通じて明らかになったこととして、以下の 5点を指摘できる。これらのうち一部は、論
文や学会報告の形で公表をしてきた。また、特に(2)(4)(5)の論点については、さらに調査が必要
と考えたため、別の科研費研究に参加し、フィールドワークを継続している。これらの調査も踏
まえて、さらに研究発表を行う予定である。 
(1) エスニック境界の再編という点では、これまでは日本人と在日コリアンの間に強固な境界が
引かれていた。同時に、その境界が乗り越えられるのは、エスニック関係を回避した「バイパス
結合」が生じた場合ということが、先行研究の知見であった。これに対し、本研究が明らかにし
たことは、新規移民が増加する I地区においては、日本人・在日コリアンと新規移民の間に（も）
境界が生じていることである。例えば、新規移民の地域生活における行動を、「われわれ」とは
異なるものとして認識している語りが、日本人や在日コリアンから聞かれた。これは、エスニッ
ク境界が、国籍やエスニシティ以上に、居住歴、言葉、地域社会における規範の内面化に基づい
ていることを示唆している。ただしこれは、日本人と在日コリアンの間の境界が消滅したことを
意味するわけではない。地方参政権、民生委員や町会役員など法的・制度的・慣習的な日本人／
外国人という境界は今も残っている。つまり I地区のエスニック境界は、ますます複雑な様相を
示し、文脈に応じて特定のエスニック境界が迫り出したり、潜在化したりするといえる。 
(2) こうしたエスニック境界の再編は、人びとの帰属意識とも結びついている。I地区の中には、
ニューカマーコリアンが集住するエリアがあるが、そこはかれらにとって「われわれ」の場所で
あった。しかしこのエリアにも近年、多様な背景をもつ移民が増加している。そして、その変化
について、当該エリアが自分たちの場所ではなくなっているという感覚を抱くコリアンもいた。
このエピソードは、境界の再編が人びとの認識にもとづくだけでなく、帰属意識とも関係してい



ることを示唆している。 
(3) 一方で、エスニック境界は乗り越えられないわけではない。I 地区では、ある時期に新規移
民による公園の占有が生じ、地域住民から疑念の声が出ていた。これに対し、新規移民たちが別
の場所として見出したのは地域の朝鮮学校であった。これは、地域間のエスニックコンフリクト
を乗り越えたのは、経済的な取引関係としてのマイノリティ同士の結合であり、「バイパス結合」
の持続と変容として捉えることができる。と同時に、これはエスニック境界の動態性をも示して
いる。 
(4) 以上のように、I地区では新規移民が増加し、それに対する地域住民の複雑な眼差しがある。
一方で、歴史を遡れば、I地区は戦前から朝鮮半島・済州島からの移動が多く、その流れは戦後
も「密航」という形で続いてきた。またその後も、コリアンや中国、ベトナム、ネパールなど多
様な地域からの移民が流入している。このことを考えれば、この地域は歴史的に移動性を内包し
た場所として形成され、移動との関係で地域は常に変化してきた。地域住民のなかにもこうした
移動性の高さを地域の特徴と考えている人びともいる。この事例から、より一般的に、場所と移
動（の記憶）の関係性を問い直すことができると考えており、それが今後の課題となる。 
(5) 法的・制度的に敷かれた日本人と在日コリアンの間の境界、また日本人と在日コリアンと多
様な新規移民の間を錯綜する何本も引かれたエスニック境界が存在し、研究期間全体を通じて
理論的な蓄積が不足しているエスニックな境界とジェンダーによる境界の交差（インターセク
ショナリティ）をフェミニスト・エスニック・スタディーズの視点から分析した。特に日本のエ
スニシティ研究では不可視化され分析対象から外されがちなエスニックマジョリティ、ジェン
ダー研究でも分析対象に置かれることが少ない男性性の交差にも光を当てた。 
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